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情報発信中！
ぜひご覧ください

赤城山（前橋市内から望む）

Contents

事業のうごき JAピックアップ！

インフォメーション アートクッキング

がんばってます！ 花木流通センター便り



生産資材部
●▶肥料農薬課
○セルフブレンド推進

○茎葉処理除草剤大型規格推進

○こんにゃく肥料農薬推進

○バンカーシート推進

○果樹農薬推進

●▶担い手推進課
○大規模・系統未低利用生産者への推進支援

○ＪＡの出向く体制強化支援

●▶施設住宅課
○賃貸アパート・個人住宅推進	 （周年）

○カクイチ物置・広スペースハウス推進	 （周年）

○住友不動産（株）「新築そっくりさん」推進	 （周年）

生活燃料部

●▶生活課
○蓄電池推進	 （周年）

○シロアリ防除事業推進	 （周年）

○ＪＡタウン取扱品目拡大

○仕込み味噌推進	 （10月～３月）

○2023年度頒布会「旬鮮俱楽部」加入推進

	 （12月～２月）

●▶葬祭センター
○ペット火葬推進	 （周年）

○墓石事業取扱拡大推進	 （周年）

●▶石油課
○PayPayクーポンキャンペーン

	 （１/16～２/12）

	 （早期に終了の場合あり）

○オイルキャンペーン	 （２月～５月）

○ＪＡ－ＳＳアマゾンギフトプレゼントキャンペーン

	 （１/24～２/24）

●▶ガス課
○ガス・でんき新規獲得推進	 （４月～３月）

○給湯器燃料転換推進	 （４月～３月）

事業のうごき

畜産農産部
●▶酪農畜産課
○生乳の計画生産の推進

○初妊牛導入推進

○素牛導入推進

○種豚導入推進

○渋川家畜市場若齢子牛の集荷推進

（優良ET卵産子の活用促進）

●▶米麦特産課
○令和４年産大豆集荷推進

○令和４年産民間流通麦販売推進

○こんにゃく荒粉・精粉入札販売の実施

園芸部

●▶園芸販売課
○共計ホウレンソウ販売	 （周年）

○共計チンゲンサイ販売	 （周年）

○共計味ニラ販売	 （周年）

○共計上州ネギ販売	 （２月末日迄）

○共計シュンギク販売	 （２月末日迄）

○共計土ネギ販売	 （３月中旬迄）

○共計ブリックスナイン販売	 （６月末日迄）

○県統一規格共計キュウリ販売	 （７月末日迄）

●▶販売促進課
○春野菜販売促進

○もやし類・加工野菜販売促進

●▶園芸資材課
○春用出荷資材予約推進

（ホウレンソウ・キュウリ・山ウド・フキ他）

○来年度産青果物段ボール予約推進

○温床資材予約推進

（農ビ・トンネル資材・マルチ他）

○春まき用野菜種子推進

（ホウレンソウ・エダマメ・トウモロコシ他）



牛肉消費の最需要期となる12月、各団体の共進会
が㈱群馬県食肉卸売市場を会場に開催されました。
各共進会とも優秀な枝肉が多数出品され、生産者の飼
養技術の高さがうかがえました。最優秀賞を受賞した
方々は以下のとおりです。

各団体の共進会開催

12月９日、邑楽町で「おうらバスターミナル・ＪＡ
農産物直売所合同竣工記念式典」が執り行われ、ＪＡ
役職員・邑楽町関係者・施工業者・県本部関係者らが
出席しました。12月15日には農産物直売所「でんえ
んマルシェ」がオープンし、大勢のお客様でにぎわい
ました。「おうらバスターミナル」東側にオープンし
た「でんえんマルシェ」は、店舗の延床面積約990平
方メートル、店内には生産者の新鮮野菜や加工品、精
肉、揚げたて惣菜、焼きたてパンなどが並びました。
阿部裕幸組合長は「新鮮で安全・安心な地元野菜を消
費者に提供し、農家所得の増大に努めたい」とあいさ
つされました。

ＪＡ邑楽館林直売所
「でんえんマルシェ」竣工式

園芸販売課が事務局を務める群馬県きのこ振興協議
会は「群馬クレインサンダーズ」のオフィシャルパー
トナーとして、12月10、11日開催のホームゲームの
冠スポンサーとなり「群馬県きのこ振興協議会
Presentsぐんまのきのこスペシャルマッチ」を開催し

バスケット
Ｂ１リーグ戦で県産キノコＰＲ
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▲  12/5　
共励会
名誉賞
加藤さん

▲  12/19　
共進会
最優秀賞
芦田さん

▲  12/19　
共進会
最優秀賞
小泉さん

●第15回群馬県産上州和牛枝肉共進会	12月2日㈮
（主催：全農群馬県本部、群馬県JA肥育部連絡協議会、

群馬県JA繫殖和牛部連絡協議会）
最優秀賞		
　肥 育 者　㈱加藤ファーム	（JAにったみどり）
　繫 殖 者　久保田　将知	 （JAにったみどり）

●第30回
ぐんまふれあいミートフェスタ
群馬県枝肉共励会（牛肉の部）	 12月５日㈪

（主催：群馬県食肉品質向上対策協議会）

名誉賞		和　牛　加藤　充浩	 （JAにったみどり）
　　　		交雑種　芦田　拓也	 （JA前橋市）

●第61回上州牛枝肉共進会	 12月12日㈪
（主催：㈱群馬県食肉卸売市場）

最優秀賞
　黒毛和牛　㈱加藤牧場	 （JAにったみどり）
　交 雑 種　阿久澤牧場	 （JA前橋市）

●第28回肉牛枝肉共進会	 12月19日㈪
（主催：群馬県JA肉牛肥育部連絡協議会）

最優秀賞
　黒毛和種　小泉　憲一	 （JA佐波伊勢崎）
　交 雑 種　芦田　拓也	 （JA前橋市）
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12月14日、担い
手推進課は前橋市内
圃場において「TAC
及び営農・経済渉外活動研修会」として、パイプハウ
スの張替え研修を実施しました。近年の異常気象や自

１月４日、ＪＡビルで新年祝賀式が開催され、各連
合会、関係団体の役職員が人数を制限して出席しまし
た。唐澤透会長は「持続可能な農業のため生産基盤を
強化し、群馬の農業が未来永劫発展するよう事業に取
り組みたい」とあいさつされました。また、出席した
県選出国会議員も一言ずつ、さらなる農業振興へ向け
た抱負を語りました。

12月12日、ＪＡ前橋市中央支所の建設予定地で起
工式が執り行われ、ＪＡ役職員や施工業者、県本部関
係者らが出席しました。ＪＡ前橋市の「支所・営農施
設再編計画」に基づき、木瀬支所・荒砥支所・小屋原
出張所を統合、中部地区の信用・共済事業の新たな拠
点として、令和５年７月に完成予定です。大塚隆夫組
合長は「ＪＡ前橋市の中心的な店舗として、組合員・
利用者になくてはならない店舗となるよう、役職員一
丸となって取り組みたい」とあいさつされました。

パイプハウス張替研修会

ＪＡ前橋市中央支所起工式

ました。当日の試合前に、所属する五十嵐圭選手の妻
でフリーアナウンサーの本田朋子さん監修『ぐんまの
きのこ簡単レシピ』と県産キ
ノコの詰合せを先着1,200人
に無料配布しました。また、県
産キノコと県産野菜をPRす
るブースを会場に設置し、そ
れぞれアンケートに答えると
抽選でキノコや野菜がもらえ
る企画を実施しました。

新年祝賀会

ＪＡタウン「新鮮ぐんまみのり館」では「きのこ商品
を購入して『群馬クレインサンダーズ』を応援しよ
う！」と題して、「きのこスペシャルマッチ応援企画」
キャンペーンを実施しました。11月28日から12月11
日のキャンペーン期間中、サイトを通じてキノコ入り
対象商品をご購入いただいた方の中から抽選で、野本
建吾選手ら５人のサイン入りロゴＴシャツを３名様に
プレゼントします。12月16日、抽選会を実施し、伊
藤本部長と新井副本部長が購入者の中から３人を選び
ました。これからも県産キノコの消費拡大に努めます。

然災害によりパイプハウスの被害・劣化が多く発生し
ています。パイプハウスの建替えや張替え作業時に必
要な知識の習得とスキル向上を目的に、県内ＪＡ－
TAC、営農・経済渉外担当者、園芸資材担当者を対象
として開催しました。当日は県内５ＪＡ20人が参加し
て、３間×14間のパイプハウス１棟のフィルム張替
え作業を行いました。

きのこマッチ応援企画抽選会▲ あいさつする
　 群馬県きのこ振興協議会
　 東間隆光会長
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アクセスはこちら！
https://www.ja-town.com/
shop/c/c3201

www.ja-town.com

オーストラリア原産の、ピンクがかった赤い表皮が綺
麗なリンゴです。果実は250g前後とやや小ぶりで、糖
度が高い以上に酸味の強い甘酸っぱい品種となっていま
す。煮崩れしにくいた
めコンポートやタルトに
おすすめです！貯蔵性
に優れており、２月頃
になるとやや酸味がや
わらぎ、よりお召し上
がりやすくなります。

〜今月のおすすめ〜〜今月のおすすめ〜
「ピンクレディー（りんご） 約５kg」「ピンクレディー（りんご） 約５kg」

ＪＡにったみどり管内の養豚生産者とＪＡグループ
群馬で組織する「はつらつ豚研究会」では、ＪＡにった
みどり営農部畜産課　近藤弘行係長を中心に「はつら
つ豚」の知名度向上と消費拡大を図る目的で令和４年
10月26日にインスタグラムを開設しました。SNS
の発信をきっかけに生産者とのつながりが強くなっ
た、と感じたそうです。SNSを通じて「はつらつ豚」
の魅力を発信し、生産者の所得向上につなげたい、と
今後の抱負を話されました。

はつらつ豚研究会　
インスタグラム開設
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―入組して何年目ですか？
昨年の４月入組、１年目です。

―ＪＡに就職したきっかけは？
幼少から動物が好きで、動物に携
わる仕事につきたいと考えていまし
た。農業高校に進学し、畜産業につ
いて学ぶうちに畜産に興味をもち、
就職先を調べてＪＡを知りました。

―働いてみていかがですか？
畜産の現場で働く女性がいなかっ

たので不安もありましたが、農家さん
が優しく接してくださり、いろいろな
体験ができ、とても勉強になります。

―お仕事内容を教えて下さい。
主に子牛の個体管理と、毎週木曜

日に前橋家畜市場で開催される前橋
スモール市場で子牛の売買を行って
います。

―心掛けていることはありますか？
とても責任ある仕事をさせても

らっていると思っています。「ＪＡ前
橋市」の職員として、プライドを持っ
て、業務に真摯に取り組みたいと思っ
ています。

―やりがいを感じるときは？
農家さんに「ありがとう」と言わ

れると、その一言で救われます。ま
た、今年度初めてもたせていただい
た部会の業務を任されていることに
やりがいを感じます。

―休日はどのように過ごされていま
すか？
友人と過ごすことが多いです。

―今後の意気込みをお聞かせくださ
い。
今はまだ先輩の背中を追っている

だけなので、先輩の良いところを吸
収し、自分の得意なことを見つけて
伸ばしていきたいです。そして自分
の苦手なところもきちんと知ってカ
バーできるようになりたいです。

―大きな牛を相手に日々奮闘してい
る山後さん、これからもその高い志
を胸に、地域になくてはならないＪＡ
の一員として頑張ってください！あ
りがとうございました。

｜P r o f i l e｜
やまご・さくら（19歳）
趣味・特技··········· ·ギター、カラオケ
好きな食べ物······· ·肉、魚、卵、和菓子

▼職場の皆さんから見て…
入組１年目ですが、前橋家畜スモール市場で子牛の売買をしたり、
鹿児島で開催された「全国和牛能力共進会」に10日間出張したり、
とてもエネルギッシュに業務をこなしてくれています。今後がとて
も楽しみです。

JA前橋市　畜産部　畜産振興課

山後　咲来さん

「自分の『弱み』を受け入れて、
『強み』を伸ばしたい」

んばってます！が



 JAピックアップ！
〜JAの活動をご紹介〜

ＪＡ北群渋川営農経済部園芸販売課は１月５日、野菜セ
ンターにて輸出に係る選果こん包施設検査チェックを受け
ました。廃棄物が置かれていないことや照明が作業を行う
のに十分であるかなど確認しながら施設を巡回しました。

渋川産のイチゴは出荷先市場からの引き合いをきっか
けに、令和元年度からいちごの県オリジナル品種「やよい
ひめ」をタイへ輸出しています。

タイ向けに輸出する全ての青果物について、選果・こ
ん包施設がタイ王国保健省の定める衛生基準を満たすこ
とを証する証明書を取得し、添付する必要があるためで
す。

営農経済部 園芸販売課 兒玉高治課長は「生産者は輸出
の面倒な手続き等はなく、通常の市場出荷と同様に出荷
できる体制です。２月上旬から輸出を開始していきたい。生産者と協議しながら良質ないちごを輸出できればと思う。１
ケース300gで４月までに700ケース輸出したい」とコメントしました。

感謝込め「高崎だるま」
市場との連携深める

ＪＡたのふじ

ＪＡたのふじと各生産部会は12 月 22 日、農産物を出
荷している青果卸売会社の一つ、東京青果株式会社に
日頃の感謝の気持ちを込め、高崎だるまを贈りました。
ＪＡ役職員らが同社を訪問し、市場情勢や産地の情報を
交換しました。高崎だるまの贈呈は年末の恒例行事で、
贈呈しただるまは、初市の時に目入れ式を行い、商売繁
盛を祈願しました。

浅見健司副理事長は「生産者の消費拡大を願う気持ち
と一緒にだるまを届けた。生産者の心のこもった農産物
を消費者へ届けてほしい」と話しました。東京青果株式
会社の戸塚幹夫常務取締役は「しっかりと目入れをして
国内青果物の安定的な販売を目指します」と応えました。

ＪＡ北群渋川タイ向け輸出に向けて
群馬県の選果こん包施設検査実施

放 映 予 定 ３

中村	 柚貴子アナ

※タイトル・放送内容等は
　変更になることがあります。

番組名／提供 放送日 ※再放送日 時　間

最先端農業を学ぶ！高崎健康福祉大学農学部 ／JA群馬中央会
１月30日（月） PM 9：00 〜 9：30

※２月５日（日） AM 8：00 〜 8：30

お野菜キングダムⅢ〈２月号〉／JA群馬中央会
２月６日（月） PM 9：00 〜 9：30

※２月12日（日） AM 8：00 〜 8：30
第43回牛乳絵画・
　　第36回牛乳はり絵作品コンクール ／JA群馬乳販連

２月13日（月） PM 9：00 〜 9：30
※２月19日（日） AM 8：00 〜 8：30

アレッタ（案）／JA佐波伊勢崎
２月20日（月） PM 9：00 〜 9：30

※２月26日（日） AM 8：00 〜 8：30
「ごはん・お米とわたし」
　 　 作文・図画コンクール（案）／JA群馬中央会

２月27日（月） PM 9：00 〜 9：30
※３月５日（日） AM 8：00 〜 8：30

▲ だるまを贈呈する
　 浅見副理事長（右）と東京青果株式会社の戸塚常務取締役

▲ 群馬県職員による検査の様子（５日、吉岡町大久保にて）

んばってます！



花木流通センター便り

『県本部通信』における個人情報の取扱いについて
『県本部通信』に投稿いただいた方の個人情報は、プレゼントの発送やお返事、紙面での紹介に使用させていただきますのでご了承くださ
い。また、これらの個人情報は前記の目的以外には使用せず、ご本人より事前に同意をいただいた場合以外には一切開示いたしません。

自由なご意見・ご感想をお寄せください。
《あて先》〒379-2147 群馬県前橋市亀里町 1310番　JA全農ぐんま「県本部通信」係まで
E-mail：info-gunma@gm.zennoh.or.jp

この印刷物は大豆インキを
使用して制作しています。

石垣 惠美Food adviser

1979年から群馬県家の光講師。
FM局等でも活躍中。

Art Cooking

K  B　KU
花 木 流 通 セ ン タ ー

住　　所
・

お問合せ

K  B　KU
花 木 流 通 セ ン タ ー

前橋市亀里町1307-1
TEL 027-220-2427
FAX 027-220-2424

花木流通
センター
花木流通
センター

至高崎市街地

□発行／令和５年２月１日発行　□発行人／高田　宗徳　□ホームページアドレス／https://www.zennoh.or.jp/gm/　□E-mail／info-gunma@gm.zennoh.or.jp
□発行所／全国農業協同組合連合会群馬県本部  管理部企画経理課　〒379-2147 前橋市亀里町1310番地　℡027-220-2223  Fax027-220-2229

アスパラの信田巻きずし

1 油揚げは３方を切り四角に広げ油抜きする。

2 １を鍋に入れ、１がかぶるくらいだし汁を入れ、☆を加え弱
火で含め煮する。

3 ご飯に★を入れすし飯を作る。

4 アスパラはガクをとり、塩ゆでし半分に切る。アボガドは
皮と種を取り縦にスライスする。

5 巻きすの上に冷ました２の油揚げを広げ、その上にすし飯
を広げる。アスパラ・アボカドを手前１/３に重ねて並べ、
端からしっかり巻く。巻き終わったら５分ほど置いて中身
を落ち着かせ、４等分に切り器に盛る。

作り方

材　料

すし飯

ご飯･･･････････････350g

　　酢･･････････ 大さじ２
★　砂糖･･････ 大さじ１強
　　塩･････････小さじ1/4

アスパラ････････････ １束
油揚げ･･････････････ ４枚
だし汁･･････････････ 適量

　　酒･･････････ 大さじ１
　　みりん･･････ 大さじ２
☆　めんつゆ････ 大さじ１
　　塩･･････････････ 少々
　　はちみつ････ 小さじ１

アボカド････････････ １個

４本分	 （１本分364kcal）

●定休日▶毎週火曜日※�店内では、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策にご協力ください。

営 業 時 間 定 休 日

花 木 流 通
セ ン タ ー

4・5月：9:00～17:00 
6～3月：9:00～16:00

4月・5月：無休営業
6月～3月：毎週火曜日定休

み の り 館 4～3月：9:00～17:00 年末年始を除いて
無休営業榛名十文字

う ど ん 4～3月：11:00～14:30 


